
参考資料２ 
 

「湿原学習のための学校支援ワーキンググループ」の取組み課題 
 

 

２０１５年 ７月１０日 
釧路湿原自然再生協議会 

再生普及小委員会 決定 

 

 

 
 

１．湿原を題材とした学習素材の収集、活用の促進 
 

〇 湿原を題材とした、学校現場で活用可能な学習素材をとりまとめて情報発信を行

うとともに、効果的な支援方策を検討する。  

 

※ 学習素材の活用方法の例示、モデル授業の開発と実践、授業実践に必要な資材の
貸出等、検討を行った支援方策のうち、着手可能なものから取組みを行い、情報発

信および支援の実践を通して活用促進を図る。  

 

 
２．自然再生の学校教育への活用促進 
 
〇 自然再生事業地を学習素材としたモデル授業の検討を行う。 

 

※ 学校教育で活用可能なものについて、モデル授業の開発および実践を図る。実践

内容、支援メニューをとりまとめて情報発信を行い、活用の促進を図る。 
 

 
３．学校教員の関心喚起、湿原の教育的な価値の普及 
 

〇 フィールドを活用した教員研修を教育委員会と連携して企画、実施するとともに、
湿原に関係する各種情報、現地見学会やモニタリング等の自然再生への参加機会等

の情報を教員に届ける仕組みを検討する。  

 

※ 着手可能なものから、随時、情報提供を行う。 
 

 

４．その他 
 
〇  上記に関わらず、教育行政機関や学校現場からのニーズ、専門家からの意見

を受け、効果的な支援方策を検討する。  

 
※ 着手可能なものから支援の実践を行うとともに、情報を随時とりまとめ、学校に
対して支援メニューの情報提供を行う。 

 
 


